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政
治

・
経

済

―
	2
5	
―

問
３
　
空
欄
	

C
	に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
句
を
，
次
の
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

ａ
　
パ
ウ
エ
ル
報
告

ｂ
　
ス
タ
ー
ン
報
告

ｃ
　
ビ
ー
チ
ン
グ
報
告

ｄ
　
ウ
ォ
ー
レ
ン
報
告

ｅ
　
ベ
バ
リ
ッ
ジ
報
告

ｆ
　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告

問
４
　
下
線
部
D
に
関
連
し
て
，
次
の
図
は
，
20
00
年
度
か
ら
20
18
年
度
の
日
本
の
地
方
財
政
に
お
け
る
市
町
村
の
歳
出
の

う
ち
，
人
件
費
，
扶
助
費
，
普
通
建
設
事
業
費
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
件
費
は
職
員
給
与
な
ど
に
充
て
ら
れ
，

扶
助
費
は
生
活
保
護
や
高
齢
者
福
祉
，
児
童
福
祉
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
。
ま
た
，
普
通
建
設
事
業
費
は
公
共
施
設
の
建
設

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
と
と
も
に
，
不
況
時
の
景
気
対
策
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
図
中
の
ア
〜
ウ
に
当
て
は
ま
る
項

目
の
組
合
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
を
，
下
の
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

（
注
）
普
通
建
設
事
業
費
に
は
，
災
害
復
旧
事
業
費
を
含
ま
な
い
。

（
資
料
）
総
務
省
『
平
成
30
年
度
地
方
財
政
統
計
年
報
』（
20
20
年
８
月
公
表
）
第
１
部
「
総
括
」
1-
4「
累
年
比
較
」

　
　
　
	1
-4
-9
表
「
市
町
村
性
質
別
歳
出
決
算
累
年
比
較
」
に
よ
り
作
成
。

ａ
　
ア
	人
件
費
　
　
　
　
　
イ
	扶
助
費
　
　
　
　
　
ウ
	普
通
建
設
事
業
費

ｂ
　
ア
	人
件
費
　
　
　
　
　
イ
	普
通
建
設
事
業
費
　
ウ
	扶
助
費

ｃ
　
ア
	普
通
建
設
事
業
費
　
イ
	人
件
費
　
　
　
　
　
ウ
	扶
助
費

ｄ
　
ア
	普
通
建
設
事
業
費
　
イ
	扶
助
費
　
　
　
　
　
ウ
	人
件
費

ｅ
　
ア
	扶
助
費
　
　
　
　
　
イ
	人
件
費
　
　
　
　
　
ウ
	普
通
建
設
事
業
費

ｆ
　
ア
	扶
助
費
　
　
　
　
　
イ
	普
通
建
設
事
業
費
　
ウ
	人
件
費
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Ⅰ
　
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
，
自
己
の
利
潤
や
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
行
動
を

A
企
業
や
家
計
に
促
す
働
き
が
あ
る
。
た
と

え
ば
，
あ
る
商
品
に
対
す
る
需
要
が
供
給
を
上
回
っ
て
価
格
が
上
昇
す
る
と
，
供
給
側
で
は
生
産
者
が
利
益
を
求
め
て
，
そ
の

市
場
に
参
入
し
て
競
争
が
活
発
に
な
る
。
他
方
で
，
需
要
側
で
は
消
費
者
が
そ
の
商
品
を
買
い
控
え
，
よ
り
手
頃
な
価
格
の
代

替
品
を
探
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
，
資
源
の
よ
り
効
率
的
な
利
用
を
実
現
し
，
ひ
い
て
は
社
会
全
体
の
満
足
度
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
，
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
所
得
を
公
平
に
分
配
す
る
機
能
は
な
く
，
結
果
的
に
格
差
が
拡
大
す
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
，
政
府
に
は
社
会
保
障
な
ど
で
所
得
を
再
分
配
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
，

B
	は
公
的
扶

助
の
先
駆
け
と
い
わ
れ
て
お
り
，

C
	は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
（
国
民
の
最
低
限
度
の
生
活
水
準
）
の
保
障
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
，
政
府
は
「
市
場
の
失
敗
」
と
い
う
事
態
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
，
た
と
え
ば
社

会
資
本
の
整
備
や
国
防
な
ど
公
共
財
の
供
給
の
多
く
は
，
市
場
で
は
な
く
政
府
が
担
っ
て
い
る
。
な
お
，

D
	政
府
の
供
給
す
る

財
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
，
公
平
性
を
確
保
し
や
す
い
反
面
，
経
済
が
成
熟
段
階
を
迎
え
人
々
の
価
値
観
の
多
様
化
が
進
む

と
，
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
目
立
ち
始
め
る
。
そ
れ
ゆ
え
，
政
府
に
よ
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
あ
り
方
に

対
し
て
改
革
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

問
１

 下
線
部

A
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
選
択
肢
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

ａ
　
近
年
の
日
本
の
家
計
を
全
体
で
み
る
と
，
消
費
支
出
の
う
ち
食
料
費
よ
り
も
保
健
医
療
費
の
方
が
多
い
。

ｂ
　
近
年
の
日
本
の
従
業
者
を
全
体
で
み
る
と
，
中
小
企
業
で
働
く
人
数
よ
り
も
大
企
業
で
働
く
人
数
の
方
が
多
い
。

ｃ
　
家
計
は
，
他
の
条
件
が
一
定
で
あ
る
場
合
，
そ
の
保
有
す
る
資
産
の
価
格
が
上
昇
す
る
と
消
費
額
を
増
や
す
傾
向
に

あ
る
。

ｄ
　
企
業
は
，
他
の
条
件
が
一
定
で
あ
る
場
合
，
銀
行
の
貸
出
金
利
が
低
下
す
る
と
設
備
投
資
を
減
少
さ
せ
る
傾
向
に
あ

る
。

問
２
　
空
欄
	

B
	に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
句
を
，
次
の
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

ａ
　
社
会
保
障
法

ｂ
　
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法

ｃ
　
疾
病
保
険
法

ｄ
　
国
民
保
険
法

ｅ
　
ブ
レ
イ
デ
ィ
管
理
法

ｆ
　
児
童
福
祉
法
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２
０
２
１
年
度
入
学
試
験
問
題

政
治
・
経
済

―
	2
7	
―

問
７
　
下
線
部
G
に
関
連
し
て
，
次
の
図
は
，
日
本
に
お
け
る
電
源
別
に
み
た
発
電
電
力
量
の
構
成
比
の
推
移
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
。
図
中
の
ア
〜
エ
は
液
化
天
然
ガ
ス
（
LN
G）
，
原
子
力
，
石
炭
，
石
油
等
の
構
成
比
の
い
ず
れ
か
を
示
し
て

い
る
。
液
化
天
然
ガ
ス
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
正
し
い
も
の
を
，
下
の
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

（
注
）
石
油
等
に
は
液
化
石
油
ガ
ス
（
LP
G）
，
そ
の
他
ガ
ス
を
含
む
。

（
資
料
）
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
『
令
和
元
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
年
次
報
告
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
20
20
）』

　
　
　
（
20
20
年
６
月
公
表
）
第
21
1-
4-
1「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
内
供
給
構
成
及
び
自
給
率
の
推
移
」
に
よ
り
作
成
。

ａ
　
ア

ｂ
　
イ

ｃ
　
ウ

ｄ
　
エ

問
８
　
下
線
部
H
に
関
連
し
て
，
20
19
年
11
月
に
中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市
付
近
で
発
生
が
初
め
て
確
認
さ
れ
，
そ

の
後
に
世
界
的
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
引
き
起
こ
し
た
感
染
症
に
つ
い
て
，
20
20
年
２
月
に
国
際
ウ
ィ
ル
ス
分
類

委
員
会
（
IC
T
V
）
と
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
が
正
式
に
命
名
し
た
ウ
ィ
ル
ス
名
と
感
染
症
名
の
組
合
せ
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

ａ
　
H
IV
・
A
ID
S

ｂ
　
EB
O
V
・
H
Co
V
-H
K
U
1

ｃ
　
S-
O
IV
-A
/H
1N
1・
M
ex
	F
lu

ｄ
　
ZI
K
V
・
N
ew
	K
ol
on
a	
D
ise
as
e

ｅ
　
Co
V
-ID
・
H
Co
V
-2
29
E

ｆ
　
SA
RS
-C
oV
-2
・
CO
V
ID
-1
9
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Ⅱ
　
次
の
文
章
を
読
み
，
下
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
20
世
紀
末
に
冷
戦
が
終
わ
る
と
，分
裂
す
る
国
や
，国
家
と
し
て
の
機
能
を
十
分
果
た
せ
な
い
国
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
，
地
域
統
合
を
深
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
，
地
域
統
合
を
深
化
さ
せ
る
試
み
は
順
調
に
進
展
し

て
い
る
と
は
い
え
ず
，
国
家
が
消
滅
す
る
気
配
は
な
い
。
現
在
も
，
世
界
で
は
19
0
を
超
え
る
国
家
が
領
域
内
の
秩
序
維
持
を

行
う
と
と
も
に
，
E
主
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
で
国
際
社
会
の
秩
序
を
保
と
う
と
し
て
い
る
。	
た
だ
し
，
移
動
手
段
や
情
報
通

信
技
術
が
発
達
す
る
中
で
，
ヒ
ト
，
モ
ノ
，
カ
ネ
，
情
報
の
国
境
を
越
え
る
往
来
が
激
増
し
，
国
家
単
位
で
は
う
ま
く
対
応
で

き
な
い
問
題
が
深
刻
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
F
金
融
，
難
民
，
地
球
環
境
，
G
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
，
H
感
染
症
な

ど
の
問
題
は
，
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。
国
際
的
な
テ
ロ
活
動
を
行
う
集
団
や
，
国
境
を
越
え
る
人
身
売
買
を
行
う
犯
罪
組
織
な

ど
，
国
際
社
会
に
影
響
を
与
え
る
国
家
以
外
の
主
体
も
増
え
て
き
た
。
多
国
籍
企
業
の
中
に
も
，
規
制
が
緩
や
か
な
国
を
拠
点

と
し
て
活
動
す
る
も
の
が
あ
る
。

問
５
　
下
線
部
E
に
関
連
し
て
，
主
権
尊
重
の
原
則
と
国
際
社
会
の
秩
序
維
持
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
正
し
い

も
の
を
，
次
の
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

ａ
　
国
際
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
国
家
は
，
自
国
の
利
益
に
反
す
る
内
容
で
あ
っ
て
も
，
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
決
定

に
従
う
義
務
が
あ
る
。

ｂ
　
国
際
原
子
力
機
関（
IA
EA
）は
，核
拡
散
防
止
条
約
で
核
兵
器
保
有
を
認
め
ら
れ
た
国
の
核
関
連
施
設
で
あ
っ
て
も
，

強
制
的
に
査
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｃ
　
国
際
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
国
家
は
，
自
衛
の
た
め
で
あ
っ
て
も
，
武
力
の
行
使
を
慎
む
義
務
が
あ
る
。

ｄ
　
国
際
司
法
裁
判
所
（
IC
J）
は
，
紛
争
当
事
国
の
同
意
が
な
く
て
も
，
国
家
間
紛
争
の
裁
判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

問
６
　
下
線
部
F
に
関
連
し
て
，
国
際
金
融
に
関
す
る
合
意
や
協
定
の
名
称
と
そ
の
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
，
次
の
選

択
肢
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

ａ
　
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
っ
て
，
金
と
ド
ル
と
の
交
換
を
前
提
に
し
，
ド
ル
と
各
国
の
通
貨
と
が
固
定
相
場
で
結
び
つ
け
ら

れ
た
。

ｂ
　
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
に
よ
っ
て
，
ア
メ
リ
カ
へ
の
資
本
流
入
に
よ
る
ド
ル
高
を
背
景
に
，
為
替
相
場
が
ド
ル
安
に

誘
導
さ
れ
た
。

ｃ
　
ル
ー
ブ
ル
合
意
に
よ
っ
て
，
石
油
や
ガ
ス
の
価
格
下
落
で
苦
し
む
ロ
シ
ア
通
貨
ル
ー
ブ
ル
の
救
済
が
図
ら
れ
た
。

ｄ
　
キ
ン
グ
ス
ト
ン
合
意
に
よ
っ
て
，
変
動
相
場
制
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
，
金
に
代
わ
っ
て
SD
R（
特
別
引
出
権
）

の
役
割
を
拡
大
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
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Ⅲ
　
以
下
の
文
中
の
空
欄
に
も
っ
と
も
適
す
る
語
句
や
数
字
・
姓
名
を
解
答
用
紙
の
解
答
記
入
欄
に
記
入
せ
よ
。

⑴
　
国
会
は
内
閣
総
理
大
臣
を
	

Ａ
	の
中
か
ら
投
票
に
よ
っ
て
選
出
す
る
。
衆
議
院
と
参
議
院
で
異
な
っ
た

指
名
が
な
さ
れ
両
院
協
議
会
で
も
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
な
い
場
合
，
あ
る
い
は
衆
議
院
の
指
名
の
の
ち
参
議
院

が
	

Ｂ
	日
以
内
に
指
名
し
な
い
場
合
に
は
，
衆
議
院
の
指
名
を
国
会
の
指
名
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
，
国
会
の
う
ち
	

C
	は
内
閣
の
行
政
権
行
使
の
内
容
に
対
し
て
異
議
を
と
な
え
不
信
任
を
決
議
で
き
る
。
そ

し
て
決
議
案
が
可
決
さ
れ
た
場
合
，
内
閣
は
	

Ｂ
	日
以
内
に
	

C
	を
解
散
す
る
か
，
あ
る
い
は
総
辞
職
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
，
現
行
憲
法
下
に
お
い
て
初
め
て
内
閣
不
信
任
案
が
決
議
さ
れ
た
の
は
	

Ｄ
	内
閣
で

あ
り
，
即
日
に
解
散
が
行
わ
れ
た
。

⑵
　
赤
字
国
債
と
は
，
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
，
や
む
を
得
ず
発
行
す
る
	

Ｅ
	の
別
称
で
あ
る
。

た
だ
し
	

Ｆ
	第
４
条
は
国
債
発
行
に
よ
る
財
源
確
保
を
基
本
的
に
認
め
て
お
ら
ず
，
同
条
但た
だ
し
が
き 書
で
「
公
共
事
業

費
，
出
資
金
及
び
貸
付
金
の
財
源
」
に
限
っ
て
国
債
発
行
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
，
赤
字
国
債
が
当
年
度
限
り
の
も
の
で

あ
っ
て
後
の
世
代
に
何
ら
恩
恵
を
与
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
国
債
償
還
の
費
用
は
後
の
世
代
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
赤
字
国
債
の
発
行
に
は
特
別
立
法
が
必
要
に
な
る
。
慢
性
的
に
赤
字
国
債
が
発
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
50
年
（
19
75
年
）
か
ら
と
な
る
が
，
そ
の
「
昭
和
五
十
年
度
の
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関

す
る
法
律
」
立
法
の
際
，
大
蔵
大
臣
で
あ
っ
た
大
平
正
芳
は
，

Ｇ
	を
契
機
と
し
て
発
生
し
た
一
昨
年
来
の
世
界

経
済
の
異
常
な
混
乱
に
よ
る
世
界
全
体
で
の
き
わ
め
て
深
刻
な
景
気
の
後
退
に
よ
る
も
の
，
と
す
る
国
会
演
説
を
行
っ
て

い
る
。
な
お
	

Ｆ
	第
５
条
は
日
本
銀
行
に
よ
る
国
債
直
接
引
き
受
け
を
原
則
禁
止
し
て
い
る
が
，
そ
れ
は
直
接
引

き
受
け
が
	

Ｈ
	を
誘
発
す
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
と
は
い
え
，
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

は
	

Ｈ
	が
雇
用
の
改
善
と
い
う
形
で
経
済
に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
を
立
証
し
た
。
そ
の
相
関
関
係
は
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
曲
線
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

Ⅳ
　
以
下
の
問
に
つ
い
て
，
指
示
に
従
っ
て
解
答
用
紙
の
解
答
記
入
欄
に
記
述
せ
よ
。

問
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
，連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
GH
Q
）
は
日
本
の
改
造
の
一
環
と
し
て
農
地
改
革
を
行
っ
た
。

こ
の
改
革
の
意
義
と
結
果
に
つ
い
て
，
自
作
農
・
生
活
向
上
・
生
産
性
の
３
語
を
必
ず
使
用
し
て
20
0
字
程
度
で
説
明
し

な
さ
い
。
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